
    

種まき種まき種まき種まき    
定植定植定植定植    

（植付け）（植付け）（植付け）（植付け）    
栽栽栽栽    培培培培    のののの    ポポポポ    イイイイ    ンンンン    トトトト    

・・・・たまねぎたまねぎたまねぎたまねぎ    
・イチゴ・イチゴ・イチゴ・イチゴ    

収収収収    穫穫穫穫    

・ホウレンソウ・ホウレンソウ・ホウレンソウ・ホウレンソウ    

・二十日ダイコン・二十日ダイコン・二十日ダイコン・二十日ダイコン    

・コマツナ・コマツナ・コマツナ・コマツナ    

･シュンギク･シュンギク･シュンギク･シュンギク    

    
・・・・エンドウエンドウエンドウエンドウ    
    
・・・・ソラマメソラマメソラマメソラマメ    
        
                などなどなどなど    

・サツマイモ・サツマイモ・サツマイモ・サツマイモ    

・ハクサイ・ハクサイ・ハクサイ・ハクサイ    

・ねぎ・ねぎ・ねぎ・ねぎ    

・サトイモ・サトイモ・サトイモ・サトイモ    

・シュンギク・シュンギク・シュンギク・シュンギク    

・ダイコン・ダイコン・ダイコン・ダイコン    

・ニンジン・ニンジン・ニンジン・ニンジン    

などなどなどなど    

【【【【タマネギの定植についてタマネギの定植についてタマネギの定植についてタマネギの定植についてのポイントのポイントのポイントのポイント】】】】    

■■■■定植定植定植定植にににに適した苗適した苗適した苗適した苗    

■■■■定植の方法定植の方法定植の方法定植の方法    

●●●●苗は根を切らないよ苗は根を切らないよ苗は根を切らないよ苗は根を切らないよ    

う丁寧に行なう。う丁寧に行なう。う丁寧に行なう。う丁寧に行なう。    

●●●●施肥（施肥（施肥（施肥（10101010㎡当り）㎡当り）㎡当り）㎡当り）    

・・・・堆肥・・２０ｋｇ堆肥・・２０ｋｇ堆肥・・２０ｋｇ堆肥・・２０ｋｇ    

・・・・苦土石灰・・２ｋｇ苦土石灰・・２ｋｇ苦土石灰・・２ｋｇ苦土石灰・・２ｋｇ        

・・・・化成肥料・・・１ｋｇ化成肥料・・・１ｋｇ化成肥料・・・１ｋｇ化成肥料・・・１ｋｇ            

●●●●方法方法方法方法    

・条間×株間・・・条間×株間・・・条間×株間・・・条間×株間・・25cm25cm25cm25cm××××12cm12cm12cm12cm    ・・・・根が乾いている場合は水に浸漬後に根が乾いている場合は水に浸漬後に根が乾いている場合は水に浸漬後に根が乾いている場合は水に浸漬後に

定植するが、この時過燐定植するが、この時過燐定植するが、この時過燐定植するが、この時過燐酸石灰５０～７０酸石灰５０～７０酸石灰５０～７０酸石灰５０～７０ggggを水２０㍑に溶かした液に浸を水２０㍑に溶かした液に浸を水２０㍑に溶かした液に浸を水２０㍑に溶かした液に浸

漬すると活着が良くなる。漬すると活着が良くなる。漬すると活着が良くなる。漬すると活着が良くなる。凍みが強いところは北側を枕に植え、覆土３凍みが強いところは北側を枕に植え、覆土３凍みが強いところは北側を枕に植え、覆土３凍みが強いところは北側を枕に植え、覆土３

～４ｃｍとし足で鎮圧～４ｃｍとし足で鎮圧～４ｃｍとし足で鎮圧～４ｃｍとし足で鎮圧する。する。する。する。    

■■■■エンドウ、ソラマメの播種エンドウ、ソラマメの播種エンドウ、ソラマメの播種エンドウ、ソラマメの播種    

・連作をきらうので４～・連作をきらうので４～・連作をきらうので４～・連作をきらうので４～5555年作付年作付年作付年作付

けしていないところを選ぶけしていないところを選ぶけしていないところを選ぶけしていないところを選ぶ    

・施肥（・施肥（・施肥（・施肥（10101010㎡当り）㎡当り）㎡当り）㎡当り）    

堆肥堆肥堆肥堆肥    ３０ｋｇ３０ｋｇ３０ｋｇ３０ｋｇ        

苦土石灰苦土石灰苦土石灰苦土石灰    ２ｋｇ２ｋｇ２ｋｇ２ｋｇ    

化成肥料化成肥料化成肥料化成肥料    １ｋｇ１ｋｇ１ｋｇ１ｋｇ    

・播種期・播種期・播種期・播種期    

エンドウは本葉エンドウは本葉エンドウは本葉エンドウは本葉２枚程度２枚程度２枚程度２枚程度、、、、ソラソラソラソラ

マメはマメはマメはマメは4444枚程度で越冬枚程度で越冬枚程度で越冬枚程度で越冬時時時時する時する時する時する時

期期期期とする。とする。とする。とする。（エンドウは（エンドウは（エンドウは（エンドウは10101010月下月下月下月下

旬、ソラマメは旬、ソラマメは旬、ソラマメは旬、ソラマメは10101010月中旬頃）月中旬頃）月中旬頃）月中旬頃）    

・畝幅×株間・畝幅×株間・畝幅×株間・畝幅×株間    90cm90cm90cm90cm××××30cm30cm30cm30cm    

    3333～～～～4444粒播き粒播き粒播き粒播き    

・籾殻、稲ワラで防寒する・籾殻、稲ワラで防寒する・籾殻、稲ワラで防寒する・籾殻、稲ワラで防寒する    

 

 

 

【【【【パイプハウスパイプハウスパイプハウスパイプハウスを活用して冬期間も葉洋菜を作りましょう！を活用して冬期間も葉洋菜を作りましょう！を活用して冬期間も葉洋菜を作りましょう！を活用して冬期間も葉洋菜を作りましょう！    NO.2NO.2NO.2NO.2】】】】    

【【【【べたがけ溝底播種法】】】】で冬期間の栽培を拡大しましょう！！ 

東北農業試験場で開発した「べたがけ溝底播種法」「べたがけ溝底播種法」「べたがけ溝底播種法」「べたがけ溝底播種法」を実施することで冬期

間の栽培管理が容易（二重被覆などの手間が必要ない二重被覆などの手間が必要ない二重被覆などの手間が必要ない二重被覆などの手間が必要ない）になります。 

 

                    

 

 

 

 

●効果（東北農試試験結果より） 

■初期生育促進（初期成長1.7倍）■凍害防止（凍害株率３０％減少） 

■気温上昇効果（1.2度上昇効果に匹敵） 

■寒締めすることによって味・栄養価が高まる。 

           ※ベたがけ資材は、ﾀﾌﾍﾞﾙ、ﾊﾟｽﾗｲﾄ、ﾊﾟｵﾊﾟｵ等な

んでも        どなんでも可。 

 

 

 

丸子農産物直売センター農産物栽培情報  

まきどき・植えどき・収穫どき 
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NO. 38NO. 38NO. 38NO. 38    

200200200200６年６年６年６年    

10101010月１日発行月１日発行月１日発行月１日発行    

野菜の作業野菜の作業野菜の作業野菜の作業    秋～冬期にかけての品目確保と来年秋～冬期にかけての品目確保と来年秋～冬期にかけての品目確保と来年秋～冬期にかけての品目確保と来年の生産にむけてのの生産にむけてのの生産にむけてのの生産にむけての

準備をしましょう！準備をしましょう！準備をしましょう！準備をしましょう！    
    



果樹の作業果樹の作業果樹の作業果樹の作業 

【ふじの葉摘みについてふじの葉摘みについてふじの葉摘みについてふじの葉摘みについて】】】】    

    支柱立て・枝つりを行い、光条件を良くし支柱立て・枝つりを行い、光条件を良くし支柱立て・枝つりを行い、光条件を良くし支柱立て・枝つりを行い、光条件を良くします。ます。ます。ます。葉摘み葉摘み葉摘み葉摘みは最初果そう葉をは最初果そう葉をは最初果そう葉をは最初果そう葉を

中心に除き、１０月中心に除き、１０月中心に除き、１０月中心に除き、１０月に入ってから徐々に強めに行なっていきます。に入ってから徐々に強めに行なっていきます。に入ってから徐々に強めに行なっていきます。に入ってから徐々に強めに行なっていきます。早くから早くから早くから早くから

強い葉摘みを行なうと色戻りや着色が強い葉摘みを行なうと色戻りや着色が強い葉摘みを行なうと色戻りや着色が強い葉摘みを行なうと色戻りや着色が良く良く良く良く上が上が上が上がりませんので注意してくだりませんので注意してくだりませんので注意してくだりませんので注意してくだ

さい。さい。さい。さい。また、玉回しは陽光面が３０％程度着色したら行ないます。また、玉回しは陽光面が３０％程度着色したら行ないます。また、玉回しは陽光面が３０％程度着色したら行ないます。また、玉回しは陽光面が３０％程度着色したら行ないます。    

    

                                

【【【【 グラジオラス球根の掘り取りグラジオラス球根の掘り取りグラジオラス球根の掘り取りグラジオラス球根の掘り取り】】】】     
葉が黄化した１０月下旬から１１月上旬に球根を掘りあげ葉が黄化した１０月下旬から１１月上旬に球根を掘りあげ葉が黄化した１０月下旬から１１月上旬に球根を掘りあげ葉が黄化した１０月下旬から１１月上旬に球根を掘りあげます。ます。ます。ます。球根を掘る時期球根を掘る時期球根を掘る時期球根を掘る時期

が遅くなると木子が残りやすくなり、病気の発生源となりますので注意が遅くなると木子が残りやすくなり、病気の発生源となりますので注意が遅くなると木子が残りやすくなり、病気の発生源となりますので注意が遅くなると木子が残りやすくなり、病気の発生源となりますので注意ししししてくださてくださてくださてくださ
い。い。い。い。    

球 根球 根球 根球 根 はははは 貯 蔵 中 病 気 が 発 生 し や す い の で 掘 り あ げ 後 ３ 日 以 内 に キ ュ ア リ ン グ 処 理貯 蔵 中 病 気 が 発 生 し や す い の で 掘 り あ げ 後 ３ 日 以 内 に キ ュ ア リ ン グ 処 理貯 蔵 中 病 気 が 発 生 し や す い の で 掘 り あ げ 後 ３ 日 以 内 に キ ュ ア リ ン グ 処 理貯 蔵 中 病 気 が 発 生 し や す い の で 掘 り あ げ 後 ３ 日 以 内 に キ ュ ア リ ン グ 処 理
を行を行を行を行いますが、いますが、いますが、いますが、処理までに球根が乾燥しないように注意処理までに球根が乾燥しないように注意処理までに球根が乾燥しないように注意処理までに球根が乾燥しないように注意してください。してください。してください。してください。キュアリンキュアリンキュアリンキュアリン
グは、温度３０～３５℃、湿度８０～９０％の状態に球根を置き、病害に弱いグは、温度３０～３５℃、湿度８０～９０％の状態に球根を置き、病害に弱いグは、温度３０～３５℃、湿度８０～９０％の状態に球根を置き、病害に弱いグは、温度３０～３５℃、湿度８０～９０％の状態に球根を置き、病害に弱い品種品種品種品種
は６～７日、強い品種で３～４日の処理を行は６～７日、強い品種で３～４日の処理を行は６～７日、強い品種で３～４日の処理を行は６～７日、強い品種で３～４日の処理を行います。います。います。います。キュアリング処理キュアリング処理キュアリング処理キュアリング処理しない場合しない場合しない場合しない場合
はははは殺菌剤に殺菌剤に殺菌剤に殺菌剤に浸漬して浸漬して浸漬して浸漬して充分充分充分充分乾燥させてから貯蔵乾燥させてから貯蔵乾燥させてから貯蔵乾燥させてから貯蔵してください。してください。してください。してください。    

    
    【きく苗の確保【きく苗の確保【きく苗の確保【きく苗の確保準備準備準備準備】】】】    

来年の栽培用の苗の準備として、来年の栽培用の苗の準備として、来年の栽培用の苗の準備として、来年の栽培用の苗の準備として、冬至芽を利用する場合冬至芽を利用する場合冬至芽を利用する場合冬至芽を利用する場合とととと株分け株分け株分け株分けによって増やすによって増やすによって増やすによって増やす

場合があります。株分けによる場合場合があります。株分けによる場合場合があります。株分けによる場合場合があります。株分けによる場合は、は、は、は、10101010月中下旬に掘り取り、ﾊﾟ月中下旬に掘り取り、ﾊﾟ月中下旬に掘り取り、ﾊﾟ月中下旬に掘り取り、ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽや小ﾄﾝｲﾌﾟﾊｳｽや小ﾄﾝｲﾌﾟﾊｳｽや小ﾄﾝｲﾌﾟﾊｳｽや小ﾄﾝ

ﾈﾙに伏せ込みしﾈﾙに伏せ込みしﾈﾙに伏せ込みしﾈﾙに伏せ込みしてててて養成し、養成し、養成し、養成し、12121212月頃に出た月頃に出た月頃に出た月頃に出た芽を挿芽し芽を挿芽し芽を挿芽し芽を挿芽し、、、、それを親株として苗をとるそれを親株として苗をとるそれを親株として苗をとるそれを親株として苗をとる

ようにするとその後ようにするとその後ようにするとその後ようにするとその後のののの生育のよい苗が採れます。生育のよい苗が採れます。生育のよい苗が採れます。生育のよい苗が採れます。    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

◆窒素と病害◆窒素と病害◆窒素と病害◆窒素と病害    

窒素過多により、植物体内で病害抵抗性に関係が深いとされているケイ酸やカルシウムの濃度が相

対的に低くなることや、リグニンが減少し罹病しやすくなると言われています。 

◆リン酸と病害◆リン酸と病害◆リン酸と病害◆リン酸と病害    

従来リン酸の過剰による障害はあまり見られませんでしたが、アブラナ科の野菜の根こぶ病、ジャ

ガイモのそうか病が増えるという報告があります。理由として土壌の電気的変化、土壌中のアルミ

ニュームが固定されてしまうことなどが言われています。 

◆カルシュウムと病害◆カルシュウムと病害◆カルシュウムと病害◆カルシュウムと病害    

土壌中の石灰が過剰になるとジャガイモそうか病が増え、逆にアブラナ科の根こぶ病が減少するこ

とが言われていますが、最近、植物体内のカルシュウム濃度が増えると、インゲン軟腐病、トマト

の青枯病、萎ちょう病、レタス灰色カビ病などの発生が少なくなるとの報告があります。 

 

◆ケイ酸と病害◆ケイ酸と病害◆ケイ酸と病害◆ケイ酸と病害    

ケイ酸の効果が高い病気としてイネのいもち病が知られていますが、野菜類ではウリ科で比較的吸

収量が高く、病害への効果は、キュウリ、イチゴなどのうどんこ病、キュウリつる割病への効果が

確認されています。 

 

 

 

 

 
質問コーナー 土壌診断の必要性がいわれていますが、土壌中の養分土壌診断の必要性がいわれていますが、土壌中の養分土壌診断の必要性がいわれていますが、土壌中の養分土壌診断の必要性がいわれていますが、土壌中の養分とととと病害病害病害病害

の発生の発生の発生の発生の関係を教えてくださいの関係を教えてくださいの関係を教えてくださいの関係を教えてください。。。。    

花きの作業花きの作業花きの作業花きの作業    

技術事項作成協力：上小農業改良普及センター技術事項作成協力：上小農業改良普及センター技術事項作成協力：上小農業改良普及センター技術事項作成協力：上小農業改良普及センター    

櫻井主任企画員櫻井主任企画員櫻井主任企画員櫻井主任企画員            （℡２５－７１５７）（℡２５－７１５７）（℡２５－７１５７）（℡２５－７１５７）    
あさつゆ連絡先あさつゆ連絡先あさつゆ連絡先あさつゆ連絡先    電話：電話：電話：電話：FAXFAXFAXFAX    ４１－１０６２４１－１０６２４１－１０６２４１－１０６２    


